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共立薬科大学
Ann, Rept. Kyoritsu 

Coll. Phrm. 

市販ソフトウェアの応用による成績管理システム

福島紀子，渡辺葉子

A system for management of school records using 
an applicacion software 

Noriko FUKUSHIMA, Yoko WATANABE 

With the current development of data processing, largescaled network operating systems 

have been coming into use. However, minor organizations are not always prepared to intro-

duce such systems due to insufficient finances, lack of system specialists, etc. 

Our attempt was to build a system with a minimum of expense and specialists, making 

effecttive use of our own resources. We studied related the application software in order to 

build a new system. We also considered its potential for being networked as well as compati-

bility for future use. 

This system is designed to management of school records. The number of students is 

approximately 200 in each grade and 138 units are required to complete the 4 year course. 

The system is composed of a distributed system and a centralized system, and is now in suc-

cessful operation. 

This paper also includes the evaluation of the application software. 

はじめに

学校教育を考える上で，成績管理とは，単に点を付けるだけでなく，個々の成績を管理し，そ

れらの情報を教育の場に還元することにより，学校全体の教育レベルを上げるところにあると考

える。そのためには各部署での無駄を省き，担当者間における情報伝達の効率化，成績入力の正

確さや迅速さ，処理項目の的確な設定などが必要となり，より確かな情報が要求される。

最先端での情報社会では，大型化，ネットワーク化が叫ばれており，優れた環境が実現してい

ることも十分に理解できる口しかし実際にそれらを設計し運用するには，経費が掛かり，維持す

るのが大変であること，専門家が必要な事等，問題点は多い。

著者らは，別報で述べた大学内の情報システム体系を考躍した上で，当大学に適切な成績管理

を構築することが出来ないものか検討した。現在市販されている成績管理システムは，中学校，

高等学校を対象としたものが多く，処理できる人数，科目数が少ない口当大学は単科大学である

が， I学年の人数は200名前後で，講義している科目数は現在のところ全学年を通して138である。

専門家によるソフト構築は簡便であるが，改良点が生じた場合，対応に時間が掛かり，相当する

経費も必要となる。以上の点から，できるだけ少ない経費で，当大学にあったシステムを設計す

ることとなった。幸い各教室にパーソナルコンピュータがすでに設置されていることから，既存

の資源も有効利用することとした。システム構築には，通常の表計算機能の他に，簡易言語でプ

ログラミング可能な市販ソフトウェアを選んだ。この構築，運用には専門家を必要とせず，分散

-91-



No. 33 (1988) 

処理集中管理が出来，仕事に応じてシステムの向上を図ることが出来る利点がある。

今回，市販のソフトウェアを応用することによって当大学で利用可能な成績管理システムを構

築することができた。専門家が不足している時代にこのようなソフトウェアを使い利用できるこ

とは大変意義のあることと思いここに報告する。またこれは，市販ソフトの可能性を示すもので

もあり，ソフトの評価にもなると思われる。

1. 成績管理システム構成概要

本システムの概要は， 1つの処理システムに集中するのではなく，機能的に複数の処理システ

ムを持った集中管理システムと点数入力機能のための分散処理システムで構成される。（Fig.-1)

集中管理システムは，成績原簿管理システムを中心に， 6つの出力サブシステムと 1つのユー

ティリテイファイルから構成され，市販ソフトウェアの簡易言語を用いプログラムを作成した。

分散処理システムの点数入力は，各研究室で分散処理が行われるために，市販ソフトウェアの

無い部署でも使用できるように MS-DOSN88BASICを用いて，互換性のあるシステムを構築

した。

分散処理システム

集中管理システム

明｛（奪データ

ユーティリティ

ファイル

図ー1 成績管理システム構成概要

Fig. 1 Ceneral construction of the system 

本システムの開発に使用した，ハードウェアとソフトウェアを以下に示す。

ハードウェア

本体

プリンター

NEC PC-9801 VX21 

20M ハードディスク

PC-PR201V 
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ソフトウェア

2. システム設計

Lotus 1-2司 3

MS-DOS N88BASIC 

システム設計は，以下に示すことを基本に行った。

No. 33 (1988) 

( 1) 現在成績管理部門（教務部）で行われている手作業の業務は，分散処理，集中管理にすで

になっているが，信頼性のあるものにするために，大変な労力，時間等が消費されている。従っ

て，電算機処理の出来るところは利用し，今までのアルゴリズムは変えずに，正確なデータと時

間短縮を図ることを考える。

(2) 分散処理システムであるので，データ内の一部変更の際の多システムへの影響を考癒し，

変更できる部署を明確にする。履修者の点数を入力するのは分散部門（教科担当教室および研究

室）であり，訂正，追加も含めた点数入力管理は，あくまでも担当教室ですべきものである。履

修年度，科目名，名簿に関する事務上の管理作業は，管理部門（教務部）の担当であるので，ユー

ティリティーファイルを作成し，必要に応じてユーティリティーのみで，変更を可能とする。

(3) メモリ容量を考癒すると，全てのシステムでデータを保存するのは限界があり，また重複

管理を防止する意味でも，必要最小限のデータ保存を考える。一番大切なデータは，成績原簿の

データとなるため，データベースごと保存するのは，成績原簿システムのみとする様に設計する。

吏に開発やプログラム変更の作業下での安全性を考え，データベースのみをマクロプログラム等

の一般処理機能から分離独立して管理することを可能にするように設計する。

(4) 出力されるものは，科目別成績報告表，全科目成績順位表など，総合管理に必要な出力表

や，成績証明書の個人表などがあげられるため，メモリ容量や，印刷時間を考慮し，出力作業選

択を用意して，それぞれ独立したシステムとして完結するものとする。

3. システムの特徴

本システムは，初心者でも作動できるようにするため，メニュー方式を採用し，基本的な操作

は画面上のメニューを選択することにより実行できるようにした。また，操作に関する情報不足

や暖昧な部分がある場合システムからの質問に答える形で選択実行が出来るように対話型実行シ

ステムになっている。

尚，ユーテイリティーファイルに関しては，年度始めの全ての原簿データの確認作業に際して，

管理部門の専門的な知識を必要とするため，安全性，柔軟性をもたせることが重要となり，初期

設定は自動実行とせず，手動操作によることにした。

4. システム構造

4-1. リレーショナルデータベース機能

リレーショナルモデルは， IBM杜の E.F. Code.により提案されたモデルであるが，データ

ベースに含まれる情報の単位が2次元の表として現わされ，ファイル構造が初心者にも理解し易

い利点がある。従って，市販ソフトは，リレーショナルデータベース機能を持ったものを選定し

た。
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縦軸に番号，氏名，横軸に科目名を全科目を含んだもので，原簿管理の中のデータベースは，

並べたモデルとした。（Fig-2)
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成績原簿データベースのモデル図－2

Model of database for school records 

4-2. 入力機能

管理部門で，教科担当の集中的に結果処理を行う構造としたことで，教科担当の各部署では，

点数を入力するだけで，入力後の仕事を考慮する必要が無いシステムが構築できた。

分散処理用の名簿データは，成績原簿管理のデータベースより射影され，点数入力の際には，

入力された点が確認できるばかりでなく 過去の試験結果も参照できる画面とした。

市販ソフトを所有する部署では 市販ソフトを使用することにより分散処理用データに入力で

きるが，市販ソフトを所有しない部署でも同様な画面形式で，点数入力が可能になるように

MS-DOS N88BASICにより入力システムを構築した。新しく構築したシステムにより市販ソフ

分散処理の形式がすべて統一のとれたものとなった。（Fig-3)

Fig. 2 

トの有無に関わらず，

4-3. 集中管理機能

総合的なデータの集積と成績結果の評価は，管理部門での作業であり，分散処理入力結果のデー
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入力システム側

市版ソフトウエア側

日

園田3 入力システム概要

Fig. 3 Outlin of input system 

タを相互に総合的に管理する必要があるため，以降の管理作業はすべて一つの場所で行うことを

可能とする集中管理機能を用意した。分散処理により得られたデータをすべて集約し，点数入力

後のデータの一括管理と，成績証明書の発行や原簿の保存等の作業を行うため，構築したもので

ある。

ψ3-1. 変換システム

入力により作成されたデータを成績管理で扱える構造に変換するシステムである。科目名を

再確認でき，成績データとして引渡す管理をする機能を持つ。

中 3-2. 成績原簿データベースシステム

成績原簿データベースシステムのフローチャートを Fig-4に示し，以下に説明する口成績

データを，年度始め，あらかじめ設定した原簿のデータベースエリアに結合するが，科目名は，

コード番号で統一し，簡略化を図ったロ原簿データベースは，出力サブシステムの基本となる

ため大変重要となる。従って，データをシステムごと保存するほか，安全性を考え，終了時に

は，必ずデータベース部分のみ保存するファイルを棲製し，自動更新するようにした。また，

原簿データベースに結合する前に，履修と，点数入力との関係を照合し点数入力時の誤りを確

認する。誤りが確認された場合は，原簿に結合しない。更に，危険度を少なくするために，原

簿データ結合後，誤りが無いかを再確認できる構造とした。

4-3-3. ユーティリティーファイル

前述したように，名簿，年度，科目などの変更の際に，システム間での食い違いが無いよう

に，またシステムの変更に際して，手直しする手聞を可能な限り最小限に抑えることを目的と

して用意した。

4-4. 出力サブシステム機能

出力する前の作業として，検索，ソートなどがあるが，これらは，短時間に出来るため問題と

はならないと思われる。一番問題になるのが，印刷時間であり，なるべく短縮できるように以下

の機能をもたせた。

(1) 罫線の多い印刷出力に時間が掛かる事から，罫線の要，不要を選択できる様に工夫した。

この結果， B4サイズの標準的な出力構成の場合，以下の時間短縮に関するデータが得られた。

報告表の場合罫線有り 7分17秒

罫線無し 31秒
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① 

図－4 成績原簿データベースシステムの流れ図

Fig 4 Flowchart of database system for school records 

(2) 出力物の構成や用途により，出力構成が異なることから，印刷方法は，シートガイドあ

るいは，シートフィーダの連続，単票方式かを選択出来るようにした。

(3) 成績証明書など必要なときに希望する者の出力が可能な様に，何ページにもわたる出力

の場合，ページの選択が出来るような構成とした。

成績管理システムを基盤とした出力物は 各サブシステム聞や 分散処理／集中管理の作業の

管理を明確にし，点検しやすくすることを目的として，機能を分離した。

4-4-1. 報告表 1出力システム

このシステムは，科目毎の合格者，不合格者一覧や，分散処理された点数そのままの報告表

を出力する。従って，入力変換したデータを直接出力することとした。データの内容確認や，

授受点検の管理資料としても利用される。

4-4-2. 報告表2出力システム

報告表は，成績原簿を基盤としてAB C評価に変換して出力される。また最終的な合格，不
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合格者一覧も出力される。

4-4-3. 順位表出力システム

学年毎の順位表であり，各学年で履修した科目の点数のみを検索し平均点を算出する。得ら

れた平均点から順位を決定する。これは留年者，退学者がある場合も考蔵されている。

4-4-4. 未了単位出力システム

個人単位に，未了科目を検索するシステムで，番号，氏名，未了単位の科目名と単位数，そ

して未了単位の合計が，出力される。成績原簿データを，個人のカード型データベース（Fig-5)

に変換することで，未了単位の検索が容易となり，個人の未了単位リストを出力することが可

能となった。
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園田5 個人のカード型データベースモデル

Fig. 5 Databaseィnodelfor personal record file 

理

4-4-5. 成績証明書出力システム

成績証明書は， l～ 4学年までの最終評価であり，公式文書として使用できるものとした。

原簿データを使用するほか，生年月日，ふりがな等，成績証明書に必要な全てのデータを個人

ファイルから追加して出力する。

5. 市販ソフトウェアの評価

システム構築には，市販ソフトの持っているリレーショナルデータベース機能を活用すること

で，成績管理に応用したが，市販ソフトの持っている単純な表計算機能をそのまま使用したので

はなく，マクロ機能で，プログラム化することにより，一連の作業の流れが用意され，多量の処

理が一括して出来るようになった。市販ソフトが簡易言語を持っていることで成績管理システ

ムの構築が，はじめて可能となった訳である。

統合市販ソフトを用いることは 電算機技術を知らない者でも システム化する目的と希望す

る作業が整理されているなら，そのソフトの持っている機能や各種関数を，並べていく感覚で比
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較的容易にシステムを構築することが可能になり，大変利用価値のあるものと考えられる。

しかし，市販ソフトを使用したために生じた問題点もあるので，以下に述べる。

(1) 容量の問題として EMSエミュレーター方式を使用しソフトウェアのメモリ領域を拡張

したが，内部メモリには限界がある。従って大きなプログラムを作成することが出来ず，

作業をいくつかに分けたサブシステム方式をとった。しかし，開発やデバッグの効率を考

えると好ましい結果になっている。

(2) 印刷に時間が掛かるのは ソフトウェア上の問題とハードウェア上の問題に分けて考え

られる。ハードウェアの改善方法としては高速印刷機 例えばレーザープリンターなどに

よる対応が考えられるが，これもソフトウェア上の問題として市販ソフトとプリンター機

種の互換性を考慮しなくてはならない。これらの事が解決すれば，プリンターを交換する

ことでかなりの時間短縮が可能と思われる。

(3) パーソナルコンビュータを用いているため，年度始めに分散処理用データの留年者，退

学者の名簿変更などに重複した手間が掛かる。これを解決するには，ネットワーク化が必

要になると考える。

6. むすび

結論として，筆者らの規模の単科大学（学生数各学年200名× 4学年開講科目 138）において，

今回構築したシステムは，十分な能力を有することが明らかになり，経費を掛けず，当大学に適

切な，成績管理システムを自分たちの手で構築する当初の目的は，達成できたと考える。

また，このシステムを運用する上で生じた諸問題を解決する手段として，将来に渡る本格的な

データベース上位システムの統合やネットワーク化が考えられる 03)4) 筆者らが構築したそれ

ぞれのシステムは プログラムを一部変更することでデータ転送が出来るようあらかじめ考慮さ

れているが，実際に運用するには多くの課題が残り，今後とも検討していかなくてはならない。
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